




































































面︑例えばクロアチアでは ロアチア史︑セルビアではセルビア史が重視されていたことは否定できな ︒この時期のクロアチアと の歴史教科書を比較すると︑国民史の流れやマイノリティに関す 記述を含めて︑随所に明らかな相違点が見出せる
（４）
︒それでも︑広範な地域史と
してのユーゴスラヴィア諸民族史の視点は共有され︑ ﹁大枠の歴史認識にそれほど 違いは見ら なかった
（５）
﹂ことも事実である︒各国の歴史教科


































ržavna založba Slovenije ）に独占されていた
が︑一九九〇年代半ばに他の出版社も教科書市場への参入を認められ︑現在ではＤＺＳ︑ムラディンスカ・クニガ（
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チア人向けのカリキュラムに準拠した教科書はヘルツェゴヴィナ＝ネレトヴァ︑ヘルツェグボ ナ︑中央ボスニア︑ポサヴィナ︑西ヘルツェゴヴィナの五つの州で み認可されており︑通用度 低い︒なお︑ア ファ・モスタル社の教科書はクロアチアのアルファ社のものと シュコルスカ・ナクラダ社の教科書は同じくクロ チ のシュコルスカ・クニガ社のものと︑それぞれ外見上はほぼ同じで︑内容上もボスニア・ヘルツェゴヴィナ史に関する記述を加筆したことを除いてほとんど違いがない︒　
歴史教科書の取り扱う範囲は︑八年制プログラムと九年制プログラム






























年生で導入と先史・古代史︑六年生で中世史︑七年生で一八七八年までの近世・近代史︑八年生で一八七八 以降の近現代史を取り上げることとなっている︒中世史のみで一冊になっている は︑旧ユーゴスラヴィア諸国ではセルビアとモンテネグロだけである︒また︑スロヴェニアやクロ チアの教科書と比べてユーゴスラヴィア史の視点がより明確に見られる（残っている）こ も特徴の一つ ある︒（５）モンテネグロ　
モンテネグロの小学校は二〇〇四年度から段階的に八年制から九年制








間（合計一三六時間） ︑六年生から九年生まで﹁地理﹂が週一・五時間～二時 二 二 七 市民教育﹂が週一間（合計六八時間）設けられている︒　
モンテネグロにおける教科書出版は現在でも教科書・教材局（
Zavod 






年生では﹁導入﹂ ︑ ﹁先史時代﹂ ︑ ﹁古代オリエント﹂ ︑ ﹁古代ギリシア﹂ ︑ ﹁古代ローマ﹂ ︑七年生では﹁初期中世﹂
︑ ﹁一二世紀までの南スラヴ人﹂ ︑ ﹁一













































































学年はアルバニア史を中心とす 通史︑第六学年は古代・中世史︑第七学年は近世・近代史︑第八 は現代史︑第九学年 アルバニア通 を
学ぶという︑この地域でもユニークな構造となっている︒　
ブルガリアの小学校は八年制で︑第一学年から第四学年までの第一段







科書を出版している︒ ﹁歴史と文明﹂ 科書が取り扱う範囲は︑以下の通りである︒第五学年は一七世紀末 ブルガリア史︑第六 は一八世紀以降のブルガリア史 第 学年は先史・古代史︑第八学年は四世紀から一五世紀まで中世史︒中等学校では︑第九学年が近代史︑第一〇年が現代史を対象としており︑ここで通史とし 完結する形になってる︒　
ルーマニアの義務教育は一〇年間で︑それぞれ四年制の小学校・中学








には小学校が八年間︑ギムナジウムや職業 校 ど 等学校が四 とな
っている︒小学校は前期四年間（初等教育段階）と後期四 （前期

























の第一段階と六年生から九年生までの第二段階に分かれる︒その後は四年制 ギムナジウムその他の中等学校に進学することになるが︑ハンガリーと同じくギムナジウムには六年制・八年制のものもあり︑進学の在り方はやや複雑である︒ ﹁歴史﹂は六 から九年生までの必修科目であり︑週一時間～二時間学ぶこ になっている︒関連 目として︑ ﹁地理﹂と﹁市民教育﹂がある︒ＳＰＬプラーツェ（
SPL - P
ráce ） ︑ＳＰＮなど
























ており︑社会主義期か の変化についても︑ほとんど触れられていない︒そうした点も含めて︑今後は東ヨーロッパ諸国における歴史教科書の個別の記述の特徴と問題点を析出し︑相互 比較・検討することを一つの目標として︑この研究課 に継続的に取り組みた ︒　
なお︑本稿は平成二三年度跡見学園女子大学特別研究助成費（研究課
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